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１ 共通事項 

  本特記仕様書に記載のない事項については、令和７年１２月版の「水道部施設課 作業一般仕様書

（委託）」による。 

  なお、「水道部施設課  作業一般仕様書（委託）」は水道部施設課で配布する。 

   

２ 作業概要 

  本作業は、高区配水池流入管緊急遮断弁、高区配水池流出管緊急遮断弁、低区配水池流出管緊急 

 遮断弁及び低区配水池接合井連絡管緊急遮断弁が、常に動作可能な状態を維持するために点検整備 

 を行うものである。 

 

３ 作業場所 

  京都市山科区勧修寺丸山町１番地  新山科浄水場 

 

４ 完成期限 

  令和９年３月１２日とする。 

 

５ 対象設備及び機器 

 ⑴ 高区配水池流入管緊急遮断弁 

用 途 高区配水池流入管（φ９００）の緊急遮断 

品 名 トリガーバルブ 

製   造   者 前澤工業株式会社 

使 用 流 体 上水 

減 速 機 型 式 ＭＢＣ－Ｐ３０－Ｔ 

 工番（製造番号） ０７ＡＺ０２４０－０１ 

開 閉 方 向 左回し開き（開度計：度表示 ０～９０度、％表示 ０～１００％） 

操 作 回 転 数 全閉－全開  ５５回転 

ロ ッ ク 方 式 自動ロック 

ロ ッ ク 解 除 ソレノイド式 

電 圧 ＤＣ２４Ｖ、定格３分 

動 作 電 源 マンガン乾電池（単２形４０個） 

感 知 方 式 震度感知 

遮 断 設 定 値 １５０Ｇａｌ 

製 造 年 月 平成２０（２００８）年３月 

台      数 １台 



感 震 装 置 感知器 ＶＢＣ７０００  山武ハネウェル製 １台 

⑵ 高区配水池流出管緊急遮断弁 

用 途 高区配水池流出管（φ１２００）の緊急遮断 

品 名 トリガーバルブ 

製   造   者 前澤工業株式会社 

使 用 流 体 上水 

減 速 機 型 式 ＭＢＣ－Ｐ３０－Ｔ 

工番（製造番号） ９６ＡＺ０２４０ 

開 閉 方 向 左回し開き（開度計：度表示のみ ０～９０度） 

操 作 回 転 数 全閉－全開  ２２５回転 

ロ ッ ク 方 式 自動ロック 

ロ ッ ク 解 除 ソレノイド式 

電 圧 ＤＣ２４Ｖ、定格３分 

動 作 電 源 マンガン乾電池（単２形４０個） 

感 知 方 式 震度感知 

遮 断 設 定 値 １５０Gal 

製 造 年 月 平成８（１９９６）年１０月 

台      数 １台 

感 震 装 置 感知器 ＶＢＣ７０００  山武ハネウェル製 １台 

 ⑶ 低区配水池流出管緊急遮断弁 

用 途 低区配水池流出管（φ１３５０）の緊急遮断 

品 名 立形二床式トリガーバルブ 

製   造   者 前澤工業株式会社 

使 用 流 体 上水 

減 速 機 型 式 ＭＢＣ－Ｐ３０－Ｔ 

工番（製造番号） ０９ＡＺ０３０６－０１ 

開 閉 方 向 左回し開き（開度計：度表示 ０～９０度、％表示 ０～１００％） 

操 作 回 転 数 全閉－全開  ３５２回転 

ロ ッ ク 方 式 自動ロック 

ロ ッ ク 解 除 ソレノイド式 

電 圧 ＤＣ２４Ｖ、定格３分 

動 作 電 源 直流電源装置 

感 知 方 式 震度感知 



遮 断 設 定 値 １５０Ｇａｌ 

製 造 年 月 平成２１（２００９）年５月 

台      数 １台 

感 震 装 置 ＩＭＶ株式会社製 １台 

 ⑷ 低区配水池接合井連絡管緊急遮断弁 

用 途 低区配水池接合井連絡管（φ６００）の緊急遮断 

機 種 電動バタフライ弁 

製   造   者 株式会社栗本鐵工所 

使 用 流 体 上水 

工番（製造番号） ２１－０９－０８０１９－０１０―１ 

開 閉 方 向 左回し開き 

電 動 機 直流電動機０．７５ｋＷ×ＤＣ１００Ｖ 

動 作 電 流 直流電源装置 

感 知 方 式 震度感知 

遮 断 設 定 値 １５０Ｇａｌ 

製 造 年 月 平成２２（２０１０）年５月 

台      数 １台 

感 震 装 置 低区配水池流出管緊急遮断弁と共用 

 

６ 作業範囲 

  対象機器の消耗材料の交換、点検整備等からそれらに必要な試運転及び調整までの一切とする。 

 

７ 作業内容 

⑴ 部品の点検（対象は機器仕様に示す全遮断弁） 

  ア 部品の腐食状況の点検 

  イ 外観の点検 

    塗装、ボルト、可動部、油量、油漏れ（発生している場合、補修すること。）、端子箱、シ

ールコネクタ、部品の破損など。 

  ウ 機能の点検 

    感震装置、電磁ソレノイド、油圧シリンダ、開閉リミットスイッチ、ロック装置など。 

 ⑵ 地震感知器の点検（対象は機器仕様に示す全遮断弁） 

  ア 動作の点検 

  イ Ｇａｌ値の点検 

 ⑶ 材料等の取替え 



   別紙１（取替材料等一覧）に示す材料等の取替えを行うこと。 

 ⑷ 緊急遮断弁手動ハンドルの動作点検  

 ⑸ 緊急遮断試験 

ア 高区配水池流入管緊急遮断弁、高区配水池流出管緊急遮断弁及び低区配水池流出管緊急遮  

断弁は、配水流量に支障が出ないようにウエイトの停止位置を途中開度（約７０度）に設定し、

地震感知器を手動で操作のうえ、緊急遮断弁の作動確認を行うこと。また、低区配水池流出管

緊急遮断弁は、低区配水池接合井連絡管緊急遮断弁との連動作動確認を行うこと。 

  イ 緊急遮断試験後は、緊急遮断弁及び緊急遮断電動弁を緊急遮断待機状態に復帰させること。 

 ⑹ 現地遮断弁操作盤について、外観、主回路、電源装置、制御回路、制御部品等の点検を行うこ

と。 

 ⑺ 必要に応じて、対象機器の外観部の汚れ、ほこり等の除去及び剥離した部分の補修塗装並びに

さび発生部分のケレン等を行うこと。 

 

８ その他事項 

 ⑴ 契約決定後、直ちに作業順序、方法、日程等について監督員と十分な打合せを行うこと。 

⑵ 各項目の作業を行った後は、その結果を監督員に報告すること。その報告を受けた監督員が設

備として動作に不具合が起こると判断した場合、受注者は、当該部品の交換、修理及び調整を行

うこと。 

⑶ 作業開始時及び終了時には、監督員に連絡を行うこと。 

⑷ 点検整備中に異常が発見された時には、監督員と十分協議のうえ、その指示に従うこと。 

⑸ 作業に必要な工具、計測機器等は、受注者が用意すること。 

⑹ 局所有の設備等を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を得ること。 

⑺ 作業終了後、後片付け及び清掃を十分に行うこと。 

⑻ 本仕様書に明記されていなくても、本作業の遂行にあたり当然必要な事項については行うこと。 

⑼ 完成図書に添付する作業報告書の項目、様式等については、本仕様書巻末の別紙２（報告書記

載事項参考例）を参考にして作成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１（取替材料等一覧） 

１ 高区配水池流入管緊急遮断弁（φ９００） 

２ 高区配水池流出管緊急遮断弁（φ１２００）  

         

  名    称 材質・形状寸法等 数量 単位 備考（対象機器） 

乾電池 単２形マンガン（４０個/台） ２ 台分 １及び２ 

乾燥剤  シリカゲル Ｎシロ１００Ｇ ２ 台分 １及び２ 

防錆剤 ゼラスト気化性防錆 ＶＣ１－１ ２ 台分 １及び２ 

パッキン類 ニトリルゴム ２ 台分 １及び２ 

地震計 １５０galタイプ １ 台分 １ 

サーキットプロテクタ  ２ 台分 １及び２ 

コンダクタ  ２ 台分 １及び２ 

押し釦スイッチ  ２ 台分 １及び２ 

配線材料等  ２ 台分 １及び２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２（報告書記載事項参考例） 

１ 感震装置付トリガーバルブ(緊急遮断弁)点検報告書 

 ⑴ 点検対象機器名称及び口径 

 ⑵ 点検実施日 

 ⑶ 点検責任者氏名 

 ⑷ 点検内容 

  ア 外観  

   (ｱ) 塗装の状況 

     (ｲ) ボルト締付状態の良否 

     (ｳ) 可動部のさび、固着物の有無 

     (ｴ) 制動装置油漏れの有無 

     (ｵ) 制動装置油量の良否 

     (ｶ) ターミナルボックスの状態の良否 

     (ｷ) 部品の破損の有無 

  イ 機 能 

   (ｱ) 遮断時  

    ａ 電磁ソレノイドの作動状況の良否 

    ｂ 電磁ソレノイドの作動電圧値 

    ｃ ロック装置の作動状況の良否 

    ｄ 遮断状況の良否 

   (ｲ) 復帰時  

    ａ 電磁ソレノイドの作動の良否 

    ｂ ロック装置の作動の良否 

    ｃ 復帰状況の良否 

    ｄ リミットスイッチ 

    ｅ 開リミットスイッチ作動の良否 

    ｆ  閉リミットスイッチ作動の良否 

  ウ 感震装置 

   (ｱ) 地震検知器の作動の良否 

   (ｲ) バッテリーチェックランプ点灯の良否 

   (ｳ) 遮断テストボタンによる作動の良否 

   (ｴ) その他各部の状況の良否 

  エ 消耗品の交換 

   (ｱ) 電池交換（単2） 



   (ｲ) 乾燥剤交換 

   (ｳ) 防錆剤の塗布 

   (ｴ) パッキン類交換 

   (ｵ) その他 

  オ 遠方表示（機能を有している場合）  

   (ｱ) 場内盤の動作表示の良否 

   (ｲ) バッテリー総直流電圧値（機能を有している場合） 

  カ 特記事項 

２ 低区配水池接合井連絡管緊急遮断弁点検報告書 

 ⑴ 点検対象機器名称及び口径 

 ⑵ 点検実施日 

 ⑶ 点検責任者氏名 

 ⑷ 点検内容 

  ア 外観  

   (ｱ) 塗装の状況 

   (ｲ) ボルトの締付状態の良否 

(ｳ) 可動部のさび、固着物の有無 

      (ｴ) ターミナルボックスの状態の良否 

      (ｵ) 部品の破損有無 

  イ 機 能 

   (ｱ) 遮断時  

          ａ 待機方向作動の良否 

     ｂ 遮断状況の良否 

   (ｲ) 復帰時 

         ａ 復帰方向作動の良否 

     ｂ 復帰状況の良否 

  ウ リミットスイッチ 

   (ｱ) 開リミットスイッチ作動の良否 

      (ｲ) 閉リミットスイッチ作動の良否 

  エ 過トルク停止確認 

   (ｱ) 復帰側の良否 

      (ｲ) 待機側の良否 

  オ モーター電流値 

   (ｱ) 復帰方向 



      (ｲ) 待機方向 

  カ モーター絶縁測定値 

３ 現地遮断弁操作盤点検報告書 

 ⑴ 点検対象機器名称及び口径 

 ⑵ 点検実施日 

 ⑶ 点検責任者氏名 

 ⑷ 点検内容 

  ア 外観  

   (ｱ) 塗装の状態の良否 

   (ｲ) 据付け状態の良否 

   (ｳ) 内部の状態の良否 

   (ｴ) 扉の開閉動作の良否 

  イ 主回路 

   (ｱ) 電源電圧値 

   (ｲ) ブレーカの切替動作の良否 

      (ｳ) 漏電ブレーカ動作の良否 

  ウ 電源装置 

      (ｱ) 入力電源電圧値  

   (ｲ) 出力電源の電圧値 ＯＵＴ１  ＯＵＴ２ 

   (ｳ) 停電時の電圧値  ＯＵＴ１  ＯＵＴ２ 

  エ 制御回路 

      (ｱ) 手動操作の良否 

   (ｲ) 自動操作（模擬信号による）の動作状況の良否 

   (ｳ) インターフェイスの良否 

      (ｴ) 各指示計動作の良否 

   (ｵ) ランプテストによる球切れ確認 

  オ 制御部品 

      (ｱ) 盤内部照明点灯状況の良否 

      (ｲ) 室内ヒーター作動状況の良否 

  カ その他 

      (ｱ) 室内コンセント状態の良否 

   (ｲ) 端子ネジの緩みの有無 

      (ｳ) 各部品の状態の良否 

  キ 特記事項 


